
平成２8年度　塩野町地域まちづくり協議会　集落活性化支援事業一覧表

助成金 助成金 27,000 助成金 33,000 助成金 50,000 助成金 10,000 助成金 30,000 助成金 30,000 助成金 60,000 助成金 40,000

集落負担金 27,454 集落負担金 44,570 参加費 39,000 参加費 6,400 集落負担金 30,000 集落負担金 20,000 参加費 60,000 敬老会補助金 37,500

集落負担金 20,000 集落負担金 5,000 公民館負担金 27,501 公民館負担金 62,632 露店売上 12,500 参加費 16,000

公民館負担金 24,979

計 54,454 77,570 109,000 21,400 87,501 112,632 0 132,500 118,479

会場資材費 11,446 準備費 5,000
材料費
(ニジマス) 15,000 備品購入費 16,200 食糧費 17,300 材料費(景品等) 103,682 花火代 117,707 食材料費 19,435

子どもお囃子準備費 8,693 資材（稲藁等） 43,016
材料費
(水槽等) 20,000 食糧費 1,520

参加景品代(子ど
も) 38,635 食糧費 8,950 食糧費 11,700 消耗品 1,144

子ども神輿資材費 25,755 食料費 7,101
材料費
(木炭・串) 23,010 大会参加費 3,000 神輿準備費 7,256 事務費 3,093 報償費 31,000

盆踊り資材費 6,600 食材料費 18,537 会場借上料 30,910 事務費(チラシ等) 680 手数料（洗濯） 19,310 食糧費 66,900

事務費 1,960 クリーニング代 3,916 食料費 16,429 謝礼 5,000

事務費(チラシ等) 409

材料保冷費 3242

計 54,454 77,570 109,000 21,400 87,501 112,632 0 132,500 118,479

27,000 33,000 50,000 10,000 30,000 30,000 60,000 40,000

27,000 ※支払いはＨ29年度から 50,000 10,000 30,000 30,000 60,000 40,000

0 0 864 864 864 864 864

塩野町 松岡 早稲田 原小須戸 本小須戸 荒沢

① ② ① ② ① ② ① ①
団 体 名 塩野町公民館 塩野町公民館 松岡公民館 松岡公民館 早稲田公民館 早稲田公民館 小須戸公民館、愛好会、婦人会、消防団 荒沢公民館

事 業 名
盆行事(子どもみこ
し、盆踊り)

お里様
ニジマスのつかみど
り大会

体育大会の
ソフトボール参加

白山神社祭りの
子ども神輿の巡行

仮装盆踊り大会 小須戸盆踊り＆大花火大会 荒沢収穫祭・敬老会

実 施 の 場 所 塩野町区内 塩野町区内及び熊野神社 松岡区掲示板前 朝日多目的グラウンドほか 集落全域(主要市道等)を巡行する 常林寺の境内 小須戸ふれあいセンター周辺 荒沢ふれあいセンター

事 業 の 目 的

地域住民及びお盆で
帰省した子どもたち
など、集落内の皆様
とのふれあいと地域
活性化。

伝統行事の継承と地
域住民の交流。

集落住民と帰省客のふれ
あい・交流活動を通じて
親睦を図り、集落の一体
感をつくりだす。

ソフトボールを通じて健
康増進と体力の向上を図
るとともに、親睦融和を
深め明るく豊かな集落を
つくりだす。

子ども神輿の巡行を実施す
ることで、参加する子ども
及び親・公民館の皆さん方
で神輿づくりや準備を行
い、当日は子供たちの元気
の良さに集落の皆さん方か
ら志を頂く等、白山神社の
お祭りを祝うと共に、子ど
も達を中心に集落に一体感
を育ませる。また、神輿は
集落の皆さんの手作りのも
のを使用している。

子どもからお年寄りまで
年に１回の仮装盆踊り大
会に参加する事で集落の
親睦を図り、集落の一体
感を作り出す。また、近
年では30代から40代の
男性が中心に太鼓や笛等
の練習に励み、早稲田盆
踊りの伝統継承に努めて
いる。

盆踊りや花火大会を
通して集落民とのふ
れあい、帰省した人
たちとの親睦を図
り、集落の一体感を
つくりだす。

集落住民・各種団体の交
流の場を持ち、集落の活
性化を図る。

事 業 の 内 容

昼間は子どもみこし
２基の巡行にて、沿
道住民が集まり声援
を受ける。夜は住民
老若男女約200人が
そろい、仮装盆踊大
会を行う。帰省中の
人々もふるさとの夏
を楽しみ踊る。ま
た、景品が用意され
アイディアあふれる
仮装等に贈る。

集落男性30人ほどで、稲
藁から長さ5ｍ重さ70ｋｇ
の〆縄を作り、その〆縄
を、女性の長襦袢を身につ
けて顔に面白おかしく化粧
した男性が樽酒とともに担
いで集落内を練り歩き、熊
野神社に奉納する。前夜祭
50名、行列20名、沿道で
は、大勢の集落の人が待ち
受け、嫁入りに見立てた一
行を箱根節や長持唄で迎え
る。

主たる事業内容は、集落住
民と帰省客の子ども達に
『ニジマスのつかみどり』
を体験してもらい、その場
で焼いて食べるもの。
大人は魚を捌き焼いてもら
う。また大きなものは刺身
にして食べてもらう。
その他、魚が焼き上がるま
で、焼きそば・焼き鳥・フ
ランクフルトなどを振舞っ
たり、スイカ割りのイベン
トを実施した。
参加家族は31家族で59人
程度の参加があった。

ソフトボールは幅広い年代
が楽しめるスポーツなの
で、松岡のように少人数で
同年代が少ない集落には最
適のイベントといえる。１
日、一緒に汗を流し、自分
の体力向上を図り、親睦融
和を深める。
参加人数は【若者(20代前
半～年配者60代後半)】15
名の参加を見込んでいる。

樽神輿2基・神輿1基が集
落全域を子ども達40名、
付き添いの親や祖父母約
20名・集落役員10名ほど
で巡行を行った。また昨年
に引き続き新潟大学の学生
の参加も呼びかけている。
毎年沿道には、集落の皆さ
んが大勢集まり、子ども達
を応援してくれる。参加し
た子ども達にはお菓子・花
火等を参加景品として持た
せている。

仮装大会に参加する踊り
子は背に仮装名を示して
踊り、審査の結果により
景品を頂く。仮装する楽
しさや、帰省している人
達の参加や豪華景品をよ
ういしている事などか
ら、参加人数も年々多く
なっている。また、景品
は参加者全員に渡るよう
工夫している。（Ｈ27
実績183名）

集落民、帰省客、近
隣の方を含め約100
人の参加を見込んで
いる。
花火大会をメインに
盆踊りや仮装大会な
ど豪華景品も多数あ
り、また露店やきと
り、かき氷等特価で
販売する。毎年恒例
となっているマジッ
クショー、最後には
大花火大会を開催す
る。

集落住民全員を対象、敬
老者は招待として、そば
打ち講習会、集落農産物
で豚汁を作った。その
後、敬老会として、そば
と豚汁をを振る舞い、ア
トラクションでマジック
ショー、地域おこし協力
隊の高橋さんの歌で会を
盛り上げた。

事 業 の 効 果

子どもからお年寄りまで
大勢の住民が参加するこ
とで、集落の一体感が生
まれ、顔の見えるつなが
りがここでも生まれる。
また、帰省客の参加もあ
り、懐かしいふるさとの
伝統行事を楽しみ継承に
つながる。

冬場で外出も滞りがちな
なか、行事を楽しみに出
てくる集落の人が多く、
地域住民のふれあいを作
り出す重要な催しとなっ
ている。それに併せて、
江戸時代から続く伝統行
事の継承の場にもなって
いる。

大人から子どもまで、集落
住民・その親戚の顔がわか
り、昔の話で盛り上がった
り、現状を話し合ったり
と、集落の一体感が生まれ
る。また、子どもが参加す
ることで、地域の安心・安
全なまちづくりの効果が期
待できる。

集落の若者から年配者が
集い１日中一緒に汗を流
し、自分の体力向上を図
り、親睦融和を深めるこ
とにより、明るく豊かな
郷土になることが期待で
きる。

集落の皆さん及び子
ども達と親が参加す
る事で、集落の一体
感が生まれている。
また、子どもが参加
する事で地域の安心
安全なまちづくりの
向上効果につながる
と考える。

大勢の人たちが、盆踊りに
参加する事で、集落の一体
感が生まれている。また、
子どもからお年寄り、帰省
客が参加するため、地域の
活性化にもつながってい
る。20～40代の若者を中
心に笛や太鼓を練習し、伝
統の継承に力を入れてい
る。

お年寄りから子ども
まで集落民はたまた
隣集落の顔が分か
り、集落一体感が生
まれる。

各種団体が一堂に集
まる集落唯一の行事
になるが、今年は敬
老会と同時開催とい
うことで、例年以上
に参加者が大勢あ
り、集落の一体感が
醸成された。

実 施 年 月 日 平成28年8月14日 平成28年12月11日 平成28年8月14日 平成28年10月10日 平成28年7月14日 平成28年8月15日 平成28年8月14日 平成28年12月3日
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平成２8年度　塩野町地域まちづくり協議会　集落活性化支援事業一覧表
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実 施 年 月 日

交付決定額
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（手数料）

集落名（申請額計）

収
入

支
出

助成金 60,000 助成金 30,000 助成金 30,000

集落負担金 62,618 公民館負担金 35,912 公民館負担金 68,649

122,618 65,912 98,649

広告宣伝費 29,700 景品 42,345 景品代 39,637

サービス資材費 22,127 資材費 7,043 資材費・材料費 54,143

会場設営費 18,180 材料費 13,779 高速・燃料代・事務用品 4,869

燃料費 10,500 高速・燃料代 2,745

会場資材 22,607

謝礼 2,160

事務費その他 17344

122,618 65,912 98,649

60,000 30,000 30,000

60,000 30,000 30,000

864 0 0

大須戸 蒲萄

① ① ②
大須戸公民館 老人会、蒲萄公民館 蒲萄公民館

大須戸春祭り 仮装盆踊り大会 蒲萄大運動会

大須戸担い手センター前広場 第三駐車場 蒲萄グラウンド
大須戸住民と近隣住民と
の交流活動を通して親睦
を図り集落の一体感を作
り出す。

集落住民と帰郷した人た
ちと交流を図る。

集落住民とのふれあいや
鶴岡からの参加者との交
流活動を通し、親睦と融
和を図り、集落活性化を
図る。

集落住民と近隣参加者を
含め約200人の参加を
見込む。
イベント：餅つき大会、
福祉バザー,ギターによ
る弾き語り
露店無料振舞：餅300
食・甘酒200杯
露店販売品：焼鳥、玉コ
ン、豚汁、漬物、そば、
ラーメン、野菜、大判焼
き、鶏卵、日本酒、ビー
ル

集落住民と帰郷した人を
含め80人が参加。
仮装参加者を募集し、参
加者の中から順位を決め
る。また、参加者全員に
参加賞がでる。

集落住民と鶴岡、他地区
を含め80人が参加。
午前中は各競技を実施。
午後からはBBQ大会を
無料で実施する。また、
鶴岡からの参加者が芋煮
を振舞ってくれる。

事業参加者と近隣参加者
とのふれあいで、集落の
活性化に効果をあげた。

集落住民と帰郷した人が
参加して行うので融和と
親睦が生まれる。

子どもからお年寄りまで参
加して行うので、集落の親
睦と一体感が生まれる。参
加者全員が競技に参加し景
品(一人500円)をもらうこ
とが楽しみになり、大変な
盛り上がりが生まれる。
他地区の子どもや若者が参
加することで、交流が生ま
れ、まちづくりに効果が期
待できる。

平成28年4月3日 平成28年8月14日 平成28年9月22日


